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プルシアンブルー（経口） 

消費者のための詳細な医薬品情報™ 

商標名/入手可能な用量剤形 

■ 一般的に用いられる商品名： 

アメリカにおいて 

 Radiogardase 

† 

 カナダでは市販されていません。 

 

クラス 

治療的分類： 

 染色薬 

 

この薬の用途 

 プルシアンブルーは、タリウム中毒及び放射性セシウム中毒を治療するのに用いられ

ます。それは、腸内でタリウムや放射性セシウムと結合することで働きます。それか

ら、結合体は糞便として体内から取り除かれます。タリウムまたは放射性セシウムを

除去することによって、あなたの体の器官や組織への損傷を少なくします。 

 プリシアンブルーは、医師の処方によってのみ入手できます。 

 

この薬を使う前に 

 薬を使うことを決める際に、薬の服用のリスクは利益との比較したうえで考慮されな

ければなりません。このことは、あなたとあなたの医師による意思決定のうえでおこ

なってください。この薬のために、以下のことを考慮する必要があります： 

アレルギー 

 今までにこの薬または他の薬に対して、何らかの異常やアレルギー反応を示したこと

があるならば、医師に話してください。また、食品、染料、防腐剤または動物に対し

て、何らかのアレルギーがあるときは、医師、看護師、薬剤師に話してください。非

処方薬については、ラベルまたは包装の成分を注意深く読んでください。 

小児 

 小児へのプリシアンブルーの使用と他の年齢層への使用との比較をしている詳しい情

報はないが、この薬を成人が服用する場合と異なる副作用や問題が起きることは予測

されません。 



高齢者 

 多くの薬は高齢者においては具体的に検討されていません。従って、必ずしも若い人

たちと同じように効果があるかどうかは不明です。 

薬との相互作用 

 特定の薬と一緒に使用しないでください。その他の場合、たとえ相互作用が起こるか

もしれなくても、2つの異なる薬が一緒に使われるかもしれません。この場合、医師が

服用量を変えたり、他の予防が必要とされるのかもしれません。他の処方薬または非

処方薬（オーバー・ザ・カウンター［OTC］）を服用する場合は、医師、薬剤師に相談

してください。 

食べ物/タバコ/アルコールとの相互作用 

 特定の薬は、相互作用が起こるかもしれないので、食べ物または特定の食べ物を食べ

る時間や前後に服用しないでください。特定の薬と飲酒や喫煙は相互作用を生じる原

因となるかもしれません。食べ物や飲酒、喫煙とこの薬の使用については医師や薬剤

師に相談してください。 

 他の医学的問題（他の疾患がある場合）－ 

 他の医学的問題の存在は、この薬の使用に影響を与える可能性があります。あなたが

他の医学的問題がある場合は、医師に相談してください。特に腸閉塞または便秘があ

る場合は、この薬が正しい効力を示さないことがあります。 

 

この薬の適正使用 

 服用の数日後に体調などがよくなったと感じとしても、治療期間中は薬を使い続けて

下さい。必ず服用してください。 

 あなたがカプセルを飲み込むことができない場合は、カプセルを開けてカプセル内容

物を暖かい水の入ったグラスに入れて下さい。薬が水と混ざるまで穏やかに攪拌して

ください。グラスの底に残っている薬がある場合、少量の暖かい水を入れて、また飲

んでください。 

 医師が便秘を防ぐためにソルビトールのような緩下剤を飲むことを勧める場合があり

ます。 

投与量－ 

 この薬の投与量は患者ごとに異なります。医師の指示、またはラベルに表示される指

示に従ってください。次の情報は、この薬の平均投与量についてです。あなたの服薬

用量が異なっている場合、医師が指示しない限り、用量を変更しないでください。 

 用量は、薬の強さに依存します。また、あなたがの毎日の投与回数、投与間隔、薬を

服用する期間、薬を服用する目的である医学的問題に依存します。 

 経口剤(カプセル)の場合： 

  急性タリウム中毒の場合： 



   成人と小児―3g をすぐに服用してください。医師の指示により１日当たり 3～20g

を少用量に分けて服用します。または、3g を服用後 250mg/kg(113.5mg/pound)を継続

して服用します。 

  慢性タリウム中毒の場合： 

   成人と小児―通常の用量は、1 日 3～20g を医師の指示により、少ない投与量に分

けて服用します。または、投与量の１日当たり 250mg/kg(113.5mg/pound)を、4 回に

分けて服用します。医師の指示に従っていずれかの用量で 2～3週間服用してください。 

  放射性セシウム中毒の場合： 

   成人と小児―通常の用量は 2 週間当たり 500mg を投与します。この用量は、医師

の指示によって、数日間あるいは３週間はできるだけ小用量を服用します。 

 薬の飲み忘れ― 

 この薬の服用を忘れた場合は、できるだけ早く（気付いた時に）服用してください。

しかし、次の薬を服用する時間が近い場合、飲み忘れた分を服用して次の服用はしな

いでください。そして、通常の投与スケジュールに戻ります。二重の用量にはしない

でください。 

薬の貯蔵― 

 熱、湿気、直射日光を避けて、室温で密閉容器に保存してください。冷凍保存しない

でください。 

 子供の手の届かないところに保管してください。 

 古い薬や、不要になった薬を保管しないでください。 

この薬の副作用 

 通常の薬物の効果に加えて、望まれない効果を与える可能性があります。これらの副

作用がすべて起こるわけではありませんが、医学的な注意を必要とされる副作用が起

こることがあります。 

 次の副作用のいずれかが起こった時はに可能な限り医師に相談してください： 

 一般的な副作用 

 便秘 

 この薬は、通常黒色便を生じます。この副作用は医学的な注意を必要としません。 

 その他の副作用は、一部の患者に発生する可能性があるものは記載されていません。

もし、他の効果に気付いた場合、医師や薬剤師に相談してください。 

 副作用について医師の医学的助言が必要な場合は、医師に電話してください。そして 1

－800－FDA－1088 で FDA に副作用を報告してください。 

 


